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研究成果の概要（和文）：本研究では 20 世紀日本を代表する国民的メディア・イベントの分析

を通じて、青年文化の変容を検討した。《ＮＨＫ・青年の主張全国コンクール》（1954 年―1989

年）の優秀作品をデータベース化し、量的および質的に分析した。また、関連資料の分析から

日本社会における「青年」への眼差しの変化を明らかにした。その結果は『青年の主張―幸福

感のメディア史』（仮題）として河出書房から出版の予定である。 

 

 
研究成果の概要（英文）：In this research, the change of youth culture in the 20th century 
Japan was considered through the analysis of a national media event, "NHK Seinen no 
Shuchou(youth's opinion)". The prizewinning speeches of the national speech contest 
(1954-1989) was put in a database, and was analyzed quantitatively and qualitatively. 
Then, some changes of the Japanese view to the "youth" were clarified from analysis of 
mass media. The result is scheduled to publish from the Kawade Shobo as "The Youth's 
Opinion; Media-history of Sense of Well-being" (working title). 
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１．研究開始当初の背景 
 
 応募者は、これまでメディア史、大衆文化
論の領域でメディアと青年文化の研究を蓄
積してきた。 
  特に本研究の直接的契機は、1950 年代テ
レビ普及期の「一億総白痴化」論を放送教育

運動の視点から再検討した「基盤研究Ｃ：放
送メディア教育の成立と展開」平成 18-20 年
度である。その成果は『テレビ的教養』（佐
藤卓己、ＮＴＴ出版、2008 年）であるが、こ
の研究の過程で「ＮＨＫ青年の主張」関連の
記事に触れ、この国民的メディア・イベント
の重要性に関心を抱いて資料収集を続けて
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きた。だが、先行研究としては演説コミュニ
ケーション史として概説的言及（芳賀綏『言
論と日本人』講談社学術文庫、1999 年）があ
るのみで、まとまった研究は国内外において
存在しない。それゆえ、2008 年度若干の準備
的調査を行い、以下の報告書をまとめた。佐
藤卓己「《ＮＨＫ青年の主張》における幸福
感のゆくえ」（子安増生編『心が生きる教育
に向かってー幸福感を紡ぐ心理学・教育学』
2009 年）。 
 これまでの青年文化研究は、教養主義と結
びつく学生文化（竹内洋『教養主義の没落―
変わり行くエリート学生文化』2003 年など）
か、大衆文化の消費者たるヤンキー文化（難
波功士『ヤンキー進化論』2009 年など）かを
中心に進められてきた。本研究では、その両
極で周辺化される修養主義的な勤労青年文
化の動きに焦点を当てる。今日「大学全入時
代」の掛け声の中で、この勤労青年文化の存
在はますます見えにくくなっており、グロー
バル化、格差社会化の中で最も影響を受けや
すい集団である。社会教育の見地からすれば、
勤労青年の幸福感こそ社会の安定性を規定
するといえるだろう。この勤労青年が「輝い
た」時代のメディア・イベント分析から、青
年アイデンティティの健全なる発展に資す
るメディア教育政策が提言できるはずであ
る。 
 
 
２．研究の目的 
 
 グローバル化が進展する現在、「ワーキン
グ・プア」「ロスト・ゼネレーション」と呼
ばれる青年の就労問題とアイデンティティ
危機が深刻化している。本研究はこうした状
況を踏まえ、青年の勤労観とアイデンティテ
ィ形成をメディア・イベント分析から再検討
し、積極的な提言を行うことを目的としてい
る。 
 正式名称《ＮＨＫ・青年の主張全国コンク
ール》は 1954 年に開始され、その全国大会
は 1989 年まで「成人の日」に国民的番組と
してテレビとラジオで中継放送されてきた。
しかし、2005 年に後継番組が打ち切られてい
る。 
 この番組資料は勤労青年の文化変動を理
解する上で貴重な歴史資料であり、この全国
大会の優秀論文を量的および質的に分析し、
比較的研究蓄積のある学生文化やヤンキー
文化と異なる視点を青年文化研究に導入し
たいと考えた。 
 そうした青年文化研究は教育社会学研究
とメディア史研究の二つの学際領域として
扱う必要がある。特に、グローバル化が進
む情報社会での青年問題解決にむけて以下
の４点で卓越した成果を目ざしていた。 

（1）今日叫ばれる「ワーキング・プア」、「ロ
スト・ゼネレーション」の現象を、勤労青年
文化の系譜から再検討することで、現代の青
年就労問題とアイデンティティ危機を論じ
る上で不可欠な先行事例を見出すことが可
能になる。 
（2）「エリート青年文化」と「ヤンキー文化」
に分断された青年文化研究に対して、「修養
青年文化」を配置することで、青年文化研究
の統合的な視座を提供する。 

（3）戦前の「雄弁」文化に続く、戦後の「主
張」文化の実態を明らかにすることで、新た
な演説コミュニケーション史を提示できる。 
 (4)ＮＨＫが主催したメディア・イベントで
ある「青年の主張」半世紀の変遷は、ラジオ
からテレビへ、そしてインターネットへと展
開したメディア史を反映している。教育的機
能をもつメディア・イベントの研究は、メデ
ィア研究と教育研究に分断されたさまざま
な知見を統合して包括的な教育メディア史
を描きだすことを可能にする。 

 
 
３．研究の方法 
 
 本研究はメディア史と教育社会学の学際
性を強く意識しつつ、連携研究者や大学院生
の協力も得ながら遂行した。ＮＨＫアーカイ
ブに残る実際の映像を検討するとともに、Ｎ
ＨＫ放送文化研究所や国会図書館などに所
蔵されている放送台本などの資料も収集し
た。さらに、1960-70年代、第 14回（1967

年度）大会から第 24回（1977年度）大会ま
で 11年間分の入選作品 1249本は自由国民社
（一部はエール出版）から公刊されている。
この 1249作品のデータベースを構築した。
さらに、周辺資料の収集・整理を行い、これ
もデータベースに追加した。 
 月例の研究会では戦後の青年文化論、社会
教育論を中心に先行研究を報告、討議すると
ともに、データ分析の方法についても検討し
た。 
 また、全国コンクール参加者やイベントを
担当したＮＨＫ関係者へのヒアリングを行
い、その証言をオーラル・ヒストリーとして
記録した。 
 
 
４．研究成果 
 
 1954 年に開始さえた「ＮＨＫ青年の主張コ
ンクール」は日本におけるテレビ放送の発展
史と重なり合うメディア・イベントである。
この番組中継は 1990 年に《青春メッセージ》
と改名され、新時代への対応を模索したが
2004年の50周年で番組は打ち切られている。
半世紀にわたって続いた国民的イベントの



 

 

分析から、日本の「青年」に対する眼差しの
変容を明らかにしている。 
 一例として、1970 年代まで「青年」は主に
勤労青年を意味する言葉であり、「学生」は
これと異なる分離がされていたことも、出場
者、入選者の分析により明らかになった。 
 「勤労青年」という存在が、1980 年代以降
の一億総中流イメージの中で周辺化したた
め、大学生が優勝することが生まれ、またジ
ェンダー的には女性の参加が増加していっ
た。こうして、「青年文化」が「学生文化」
に吸収されていたことが、この番組の打ち切
りにつながったと考えられる。そうした結果
は、成果刊行物として『青年の主張―幸福感
のメディア史』（仮題）として河出書房から
出版の予定である。 
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